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1．タイトル

r大気環境予測1二基づくヒートアイランド対策効果評価システム」

2．技術分野

　3．都市形態の改善

　①環境負荷の小さな建築物の企画計画技術の開発

3．アイデアの概要，要点，新規性

　ヒートアイランド現象は，気象や都市構造等様々な要因が関連した複雑なメカニズムを有しているた

め，ヒートアイランド対策の効果を評価する際には気温のみならず湿度や風，日射量等様々な物理的要

素を総合的に検討する必要がある。ヒートアイランド対策大綱の基本方針の中でも，「都市の熱環境の

把握と現象の要因・寄与度分析および対策に関する効果分析を行いながら，総合的かつ効果的なヒート

アイランド対策の実施を図ることにより，ヒートアイランド現象の緩和を目指す。」とあり，ヒートア

イランド対策はその効果の分析に技術的重要度が高い。

　本研究では，複雑なメカニズムを持つヒートアイランド現象を都市環境シミュレーション技術とリモ

ートセンシング技術を利用して分析・予測し，ヒートアイランド対策の効果を定量的に評価できるシス

テムを開発する。（図一1参照）
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が必要である。

　こうした評価システムが確立されれば，地

表面付近の温熱環境が定量化できるため，例
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アイランド対策効果の量を，例えば植物から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一1　ヒートアイランド対策評価システム概念図
の蒸発散量を証書化してヒートアイランド

対策効果量の権禾1」取引等も可能となる。

4．検討内容

　　①　ヒートアイランド対策効果の評価基盤データの作成

　　　国土地理院発行のような従来の土地禾■」用データは土地利用状態を把握する目的で整備されてお

　　り，土地利用区分が必ずしも熱環境の観点で妥当な区分とはいえない。そこで，リモートセンシン

　　グによるデータを用いて，地表面温度との相関から従来とは違う土地利用区分を設定し，ヒートア

　　イランド予測に適した地表面データ作成手法を開発する日また，高分解能人工衛星やMSS等RSデ



一夕基の違いによる地表面データの精度について検討する。

②ヒートアイランド現象予測

　一般に使用できるメソ大気シミュレーションモデルを用いてヒートアイランド現象を予測し，実

測によりその精度を検証する。また，実測値を用いて複数のメソ大気シミュレーションによりベン

チマークテストを実施し，現状のシミュレーシ目ンの計算精度を把握する。

③ヒートアイランド対策効果の定量化とモニタリング

　屋外の温熱環境に基づいたヒートアイランド対策効果指標を，HlP，CASBEE等既存の指標を参

考に検討する。更に，リモートセンシングによる地表面温度測定とヒートアイランド現象予測結果

の比較から検討した評価指標の確認を行い，ヒートアイランドモニタリング方法を開発する。これ

により，植物の蒸散活動や人工排熱量等から都市におけるC02固定量や省エネルギー効果等の定量

的な検討や温暖化ガス排出量との関連を定量的に明らかにすることができる。

5．検討体制

　　①　ヒートアイランド対策効果の評価基盤データの作成（初年度）

　　・　大学等公的研究機関（東大生産研等），リモートセンシング会社との共同研究

　　②ヒートアイランド現象予測

　　1　大学等公的研究機関等との共同研究

　　③ヒートアイランド対策効果の定量化とモニタリング

　　・　自治体，大学等公的研究機関，リモートセンシング会社，電力・ガス会社等との共同研究
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